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１．  はじめに 

 マウスやペンタブレットなどを用いてイラス

トを描くとき、きれいなストロークを描くこと

は難しい。そのため、一般的にはラフスケッチ

を描き、そのラフスケッチのストロークの中か

ら主線となるストロークを清書する。ラフスケ

ッチの清書はレイヤー機能のあるソフトウェア

を利用し、きれいに描くことができる。しかし、

レイヤーを分ける作業などに手間を要するだけ

でなく、清書のストロークをユーザが思い通り

に生成できない場合も多い。そこで本研究では、

修正に要する手間を軽減するために、新たに加

えたラフスケッチから主線を修正するような方

法をとる。これは主線を対話的に修正できるた

め、ユーザが思い通りの主線を得やすい。 

 

２．  既存手法 

 既存ソフトウェアを用いてラフスケッチを描

き、それを元に手作業で清書した例を図１に示

す。図１(b)より、清書はいびつに見え、修正

の必要性があることがわかる。一度の修正では

意図通りの線が描けない場合も多く、手間を要

する。 

 清書の手間を減らすためにラフスケッチから 

   
(a) ラフスケッチ        (b) 清書 

図１ イラスト生成時のラフスケッチと清書 

 

 

 

 

 

主線を自動的に生成する手法が提案されている

[1-3]。しかし、ユーザの意図通りの主線が得

られるとは限らないため、やはり修正が必要で

ある。 

 一方、ストロークの主線を修正する手法は少 

ない。例えば、主線を置き換えて修正するシス

テム[4]が提案されている。このシステムでは、

元の主線の修正したい部分に新しい主線を上書

きする。この手法では、ユーザが意図する主線

が得られるまで何度も描く必要がある。 

 そこで、本研究では、既に抽出した主線をラ

フなストロークで修正する方針をとる。これに

よって元の主線を少しずらすような微調整が可

能になり、修正する線を何度も描き直す手間を

軽減できる。 

 

３．  ストローク修正システム 

本研究では、既存手法で主線を得た後に、こ

れを修正する方法を提案する。 

 

３．１ ストローク修正システムの概要 

 提案システムでは、入力した主線に対して、

修正したい部分がある場合、ユーザは修正した

い方向にずらしたストロークをなぞるように描

く。この線を修正ストロークとする。 

図２に修正ストロークによる主線の修正過程の

イメージを示す。なお、図中の黒線は修正前の

主線、赤線は修正ストローク、青線は修正後の

主線を表す。 

   

(a) 修正前        (b) 修正後 
図２ 主線の修正 
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３．２ ストローク修正システムの手順 

 この修正処理を実現する手順を次に示す。 

１．主線、修正ストロークの特徴点配置 

２．主線、修正ストロークの特徴点間の対

応を特定 

３．対応する特徴点から主線の変形 

 次項以降でそれぞれの処理について説明する。 

 

３．２．１ 特徴点配置 

 主線と修正ストロークに特徴点を配置する。

後に主線と修正ストローク間の対応をとるため、

それぞれの特徴点間隔は一定とする。この間隔

はユーザの指定によって決められる。図３に入

力ストロークと特徴点配置結果を示す。 

  
(a)入力ストローク   (b)特徴点配置 

図３ 一定間隔での特徴点配置 

 

３．２．２ 特徴点間の対応付け 

主線と修正ストローク、各々の特徴点同士の

対応関係を求める。図４に対応付け例を示す。 

 

図４ 特徴点の対応付け例 

まず、修正ストロークの始点である特徴点①

から最も近い主線の特徴点を特定する。ここで

は bになる。次に修正ストロークの特徴点②の

対応点を特定する。bの両隣の特徴点(a,c)の 2

点のうち、近いほうを対応点とする。ここでは

cとなる。これ以降の特徴点対応はストローク

に沿って決定するため③と d、④と e、⑤と f

が対応する。 

 

 

３．２．３ 主線の修正方法 

 主線を修正する方法として、ストロークの特

徴点を利用する。修正したい部分の主線の特徴

点と修正ストロークの特徴点の中点の座標を修

正後の主線とする。図５に修正後の主線の特徴

点のイメージを示す。 

 

図５ 主線の修正 

 図中黒と灰色の線で表される元の主線と、赤

で表される修正ストロークの対応し合う点同士

の中点が修正後の主線の特徴点になる。 

 

４．  まとめと今後の課題 

 主線の修正部分を修正ストロークでなぞるこ

とで、ストロークの微修正が可能なストローク

修正支援システムの開発方針を示した。 

今後の課題は、特徴点間隔を一定にしたとき

の線とユーザが最初に描いた線との間に誤差が

生じてしまうため、誤差を小さくするための適

切な特徴点間隔の値の決定と、修正機能の実装

の２点が挙げられる。さらに、修正機能の実装

にあたり、修正後の線と修正前の線を滑らかに

接続する処理の追加を検討する。 
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